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的に PLGAを担体として ex vivoで骨分化誘導した MSCsを移植することで，大規模歯周組
織欠損の再生が可能であると仮説を立てた。 
 本研究では，まず ex vivoにおいてヒト骨髄由来 MSCsを PLGAブロック内で三次元的に




た，real-time PCR法を用いたアルカリフォスファターゼ（ALP）および Runx 2 mRNA発現，
ALP活性，アリザリンレッド染色およびマイクロ CT撮影によって，PLGAブロックに播種し
た MSCsは骨分化誘導培地で骨分化誘導されることを確認した。 
 次にビーグル犬の両側下顎第 3小臼歯の近遠心および第 1大臼歯の近心に深さと近遠心
幅が 4 mmの炎症性の１壁性歯周組織欠損モデルを作製し，移植実験を行った。根表面はセ
メント質および歯周靭帯を再生させることを目的に，24%EDTAで 30秒間根面処理後，アテ
ロコラーゲンゲルを担体として未分化 MSCsを移植した。また，移植体として A) PLGAブロ
ックのみ，B) PLGAブロック＋未分化 MSCs，C) PLGAブロック＋骨分化誘導した MSCsを用






損部に対する新生骨量は，グループ A，B，Cでそれぞれ 10.9±8.3 %，13.3±8.9 %，23.6
±5.9 %で，グループ Aと比較してグループ Cで有意に骨が再生した。 
 今回の動物実験において，また未分化 MSCsを移植し，生体内にてセメント質・歯周靭帯
を再生することができた。骨分化誘導した MSCsを PLGAブロックを担体として移植するこ
とによって，骨の再生を有意に促進することができた。本研究から，未分化 MSCsと ex vivo
で分化誘導した MSCs を適切な担体を用いて移植することで，大規模歯周組織欠損を早期
に，効率的に再生できる可能性が示唆された。 
よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（歯学）の学位を授与するに十分な価
値あるものと認めた。 
 
